2020年度活動報告 CJP授業 : 会話・聴解5 by 中岡 樹里 & Juri Nakaoka





















2020 年度春学期の授業は、Zoom を利用してオンラインで行った。クラス数は 2 クラ















 テキスト外の話す活動としては、ディスカッション（2 回）とフリートーク（1 人 1















課題や活動後に記入するふり返りシートとして Google form を利用したが、これについ
ても全員の回答一覧を画面共有し、クラス全体のふり返りにつなげることができた。こ
うしたオンラインツールの活用は、今後対面授業でも取り入れ得るだろう。 
以下、オンライン授業に関して残された課題を 2点述べる。1 つ目は、コロナ禍とい
う社会状況のため致し方がないとは言うものの、学生にとっては授業内で扱った会話の
機能・トピックを日本での生活の中で実際に使う機会がなかった点である。今後、本授
業をオンラインコースとして開講する場合には、取り上げる機能やトピックについて、
検討する必要がある。 
2 つ目は、日本人学生が授業に参加した際、会話相手ではなく「留学生の話の聞き役」
となっていた点である。これまで対面授業で同様の活動を行った際には、お互い初対面
であっても、その日のトピックについての「会話」が行われ、活発な交流となっていた。
しかし、今回のオンライン授業では「留学生が話すのを参加学生が聞いている」という
グループが多く見られた。このことから、今後オンライン授業において日本人学生との
交流を行う場合、対面授業とは異なる活動手順にする（事前に十分なアイスブレイクを
行う等）、会話トピックを工夫する、もしくは LA として定期的に授業に入ってもらいな
がら関係構築をしていく等のことが必要であると思われる。 
 
